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  集落の復原や遺構の発見が困難なこともあり、古代エジプトの都市・農村の概念はいまだに解明されていない
難しい問題といえる。本稿は古代エジプトの集落のある一部の特性をあらわす地名を通して、集落の分布と都市・
農村の特性について考察することを目的とする。
　その結果、集落地名のほとんどは守護神に関連し、その他に川・山・土地利用・灌漑・交通・交易・社会関係・
王権などの地名が見られることがわかった。地域分布をみてみると、国境地域では砦や武器・井戸の地名が、氾
濫原では土地・家畜・動植物の地名が数多くみられる。
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   The concept of urban settlement in Ancient Egypt has remained unclear because of difficulties in tracing past settlements 

and few archaeological remains. This paper introduces an approach based on place-names, which have meanings and 

describes some characteristics of the settlements. This research aimed to investigate the geographical distribution of urban 

and rural settlements, and to understand the characteristics of settlements in ancient Egypt.

   The results indicate that most of the settlement names are related to the gods however the names of rivers, mountains, land-

use, irrigation, transportation, trade, social relations, kingship, etc. were also found. The geographical distribution of the 

place names include the names of many of the forts, weapons, and wells in the frontiers, and the names of many of livestock, 

plants, animals and land features in the flood plains.
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はじめに
　古代エジプトの集落名の多くは、若干の変容はあるもの
の、現在までずっと使われている。地域の特性、歴史を表
わすともいえる地名研究は、集落を理解する上できわめて
重要なトゥールの 1 つであると考える。地名の意味をベー
スに古代エジプトの集落を類型化した研究はみられない。
本稿では数多くの地名辞典および研究（Gauthier 1925-31; 
Mu•ammad Ramz¬ 1953/54; Montet 1956, 1961; Gomaà 
1986, 1987 など）をもとに、集落名を意味ごとに分類・類
型化を試み、都市・農村に使われる語彙を明らかにした。古
代エジプトの都市・農村の概念を把握する第一歩としたい。

1. 集落の語句
　都市・農村の古代エジプト語は、時代によって若干変容
している。F. ハッサン（Hassan）は集落として 、 、

、 、 、 の語をあげている（Hassan 2001: 
263）。Erman and Grapow 1925-1955 Wörterbuch der 

aegyptischen Sprache. Leipzig, J. C. Hinrichs（以下 Wb. と
省略）の「都市（Stadt）」の項には、 , , 
が、「村（Dorf）」の項にも があげられている（Wb. 
VI. 36, 146）。
　通常、「都市」を意味する古代エジプト語は で、

「町」は 、「村」は とされているが（Gardiner 
1947: 2, 14）、その区別概念はきわめて曖昧で、明確な学術
的区分ではない。 や も、ある意味では村でもあっ
たからである（Wb. V. 455）（表１参照）。
　古王国時代、 を通常の町とすると、 は神殿・祈
祷中心地、 は王室の権力中心地と考えられていた

（Shaw 2003: 70）。一般的に は首都や地方中心都市・
州都などに使われ、 はより小さな集落で、神殿や祈祷
中心地に使われた。 は と の中間に位置する
といっていい。たとえばテーベは （ ）であり、そ
の西岸に位置する労働者の村には、一般的に「その町」を
意味する が使われた（正式名は「真実の地」を意
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味する ）。というのも、テーベ都市域の一部地区と
みなされていたからである（Černý 1973: 85）。
　それ以外に都市・農村をあらわす単語として、E.A.W. 
バッジ（Budge）は、 、 、 、 、 などを
あげている（Budge 1920: 947-1065）。一般的に、村をあら
わ す 語 は、 、 、 、 で、 他 に 、 、

なども加えられるであろう。部落になると、 や
といわれた。 の反意語となるのは、 や で

あろう（Såmi• Maqqår 2007: 247）。D. オコナー（O'Connor）
は集落階層について、丘（ ）、家（ ）、村（ ）、ビ
ラ（ ）としているが（O'Connor 1972: 693）、これにし
ても、明確な集落の階層区分ではない。
　古代エジプトで「町・都市」と対比されるものは、「村」
というよりもむしろ「沙漠」という過酷な自然の地であろ
う（‛Al¬ Faham¬ Khshaim 1998: 1, 230）。都市は「黒い地
＝定住地」、その反対の沙漠が「赤い地＝非定住地」とい
える。「黒い地（エジプト）」を意味する の決定詞に、
都市をあらわす（ ）が使われていることからもわかる。
　居住空間を指す用語として、 と と がある
と言ったが、問題になるのは現代の学者がこれらの語をす
ぐに現代語に置き換えて結論を出してしまっていることで
ある（吉成 1985: 182）。都市－農村という区分は本来工業
－都市社会の特徴であり、前産業社会では一般的ではない

（Stadelmann 2001: 14）。近世以前には、都市と農村とを
区別する明確な基準がなく、またおそらくその必要もほと
んどなかったのである。ちなみにクルアーンでも、アラビ
ア語（以下、アラビア語はエジプト方言も含む）で都市を
意味する mad¬na と村（qarya）が、同じ意味で使われて
いる（‛Al¬ Faham¬ Khshaim 2001: 258）。
　古代エジプトの集落の語には や 、 といっ
た直接的に集落をあらわす語と、間接的に集落に使われる
語の 2 つに分けられる。
 
2. 本来、集落を意味する語

 
　一般的に「町・都市」を意味する。 は「一緒に集
まる」を意味する基本形（ ）から派生した語で（Billing 
2003: 133）、人々の集合する地から集落に使われた。その

接尾辞 は文字通り町、都市を真上からみた形をあらわ
している。ただ第 1 王朝初期のテキストには は集落と
して（Hassan 2001: 268）、また古王国時代には「村」とし
ても使用されている（Wb. II. 210, 9; Shehab al-Din 2000/01: 
176）。都邑の数が少なく、双方をそれほど区別する必要が
なかったのであろう。 は農地や所領にも使われた。
ギリシア語の πολις、コプト語の baki、アラビア語の
mad¬na（ ）に相当する。コプト語の ne, nH の語源で、
聖書にはノ（ ）とでてくる（Černý 1976: 347）。 は
エジプトの都を象徴する語でもあった。 には、ユー
トピア（来世の世界）のイメージもあったのであろう。接
尾辞を（ ）に変えると、「下部の天国」という意味にな
る（Faulkner 1964: 125）。『コフィン ･ テキスト』呪文
466-7 には、来世での都市、平和の象徴としての都市が描
かれている。また は「永遠の家」、「玉座」という意
味も含む。「 （永遠の町＝墓）」や「 （都
市の）守護神」となると、神の玉座の地、墓であった（‛Ådil 
al-Said ‛Abd al-‛Az¬z 2009: 403）。

　「接する」を意味する も、船着場のある河岸と関連
する町や居住地をあらわしていた。砦にも使われたが、ほ
かの語を使う砦に比べれば、 は相対的に人口が多かっ
た（al-Ayedi 2006: 132）。「ホルスの町（ ）」、「イ
チュ ･ タウィの町（ ）」といった表現がみら
れることから、 とほぼ同義で使用されていたことが
わかる。集落の規模に関係なく、 は自然発生的な都市、

は計画的な都市を意味しているともいわれるが
（Uphill 1988: 6）、双方の区別は明確ではない。「ホルスの道」
にある 12 の集落のうち 3 つには、 の語が使われている。
そのうち 2 つは、国王によって造られた新しい町（  

）であった（al-Ayedi 2006: 143）。 は第 5
王朝より町、大きな村として（Hassan 2001: 268）、また新
王国時代以降、エジプト以外でも町をあらわす語として使
用された（Shehab al-Din 2000/01: 175）。
　都市化の観点から見れば、 は村と都市の中間の位置
を占めるのであろう。 は現在の小さな中心地を意味す
る markaz（ ）、bandar（ ）に近い。 はデモティッ
クで と転化するが、その意味は都市というよりも生誕
の地であった（Shehab al-Din 2000/01: 176-177）。コプト
語でも Tmi、dimi は「農村・部落」の意味で、農村的要
素 が 強 く な る（Sobhy 1950: 16; Mu‛awa∂ Dåw√d 2000: 
838）。
　アラビア語では基本形 dåma（ ）で、その派生形 dm¬

（ ）、nm¬（ ）、tm¬（ ）は（Amélineau 1893: 501; 
‛Al¬ Faham¬ Khshaim 1998: 1, 254）、「居住地」・「集落」と

時代 村 町・都市

古王国時代

中王国時代

新王国時代

末期王朝時代

表１　時代別による町村の区別
（資料 : Shehab al-Din 2000/01: 178）
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関連する（‛Al¬ Faham¬ Khshaim 1998: 2, 599）。現在でも
エジプトではこの に由来する町が少なくない

（例：™må（ ）、™imå¬（ ）、D¬ma（ ））。上 13 ノ・
下 3 ノ（以下、上○ノは上エジプト第○ノモス、下○ノは
下エジプト第○ノモス、ファはファイヨームをあらわす）
Damanh√r（ ）や、下 15 ノ Dimiyå†（ ）、
下 6 ノ Damå†（ ）、上 15 ノ Al-Shaikh ™ima¬

（ ）。

　 は「村」を意味する。王朝初期には決定詞として
又は が使われていたが、第 18 王朝以降、 に取っ

て代わる。これは の立地場所が、沙漠縁辺部から氾
濫原の農地周辺の土地に移動したと見ることもできる。

の接辞詞を に変えると、「家族」を意味すること
から（Gardiner 1947: 2, 205; Faulkner 1964: 66）、 は、
家族単位を中心とした血縁集団の地であったといえる。
　コプト語の Tmi, dimi、アラビア語の qarya（ ）に相
当 す る。「 村 の 地 」 を 意 味 す る は コ プ ト 語 で
touHo、アラビア語で （ ）と転化した（Meeks 
1977-79: 1, 77; Såmi• Maqqår 2006: 133）。 のついた
地 名 は、 エ ジ プ ト 各 地 に 6 つ の 集 落 が み ら れ る が

（Mu•ammad Ramz¬ 1953-4: Fihris, 278）、それらの語源と
考えられる（Gardiner 1947: 2, 205; Černý 1976: 355）。例：
上 16 ノ ™a•å al-A‛mida（ ）、™a•nashå（  

）、上 17 ノ Al-Q¬s（ ）、下 1 ノ
など。

　 はもともとアッシリア語源とされ、アラビア語の 
kafr（ ）に相当する（Budge 1920: 787）。Kafr al-Shaikh
のように、現在多くのエジプトの都邑はこの語を使ってい
る が（1941 年 に は 全 集 落（4,174） の う ち 575 の 集 落 ）

（Mala•a al-Maså•a 1941: 63-80）、ただこの語はアラブ時
代以前ほとんど使われることはなかった。

　「部落・不動産」を意味する。

　前述のように、バッジは や などの語も都市
をあらわす語としたが、これらは外来語なのであろう

（Såmi• Maqqår 2006: 116）。

3. 間接的に集落をあらわす語
　直接的に集落を意味する語ではないが、特定の目的を
もって都市集落をあらわす語で、多くの場合、地域の特性

をあらわす複数の語があつまって集落地名をあらわして
いた。

A. 自然的特性による地名
　古代エジプトの地名は、地域の自然的な特徴によって命
名されることが少なくない。それはほかの地域とあきらか
に区別できる集落名の視覚的表現ともいえる。それらを区
分してみると、以下の表のようになる。丘や山、沙漠・川・
崖といった自然地形、月や太陽・星などの天体、東西南北
といった地理的位置、土地利用などによる農耕地、地域の
産物・動植物などである。

１）自然地形（丘や微高地、島など）に関する集落地名
　エジプトに点々と立地する氾濫原上の微高地や防御にす
ぐれた島は、古来、集落の立地には最適な場所であった。
このため、丘や島＝集落ともみなされた。また、キャラバ
ン・ルートの起点となる谷口は、交易・集落立地に最適で
あった。古代エジプトでは自然地形に関係した地名が多く
みられる。

丘

　「丘」を意味する語で、コプト語の tal、xwm、アラ
ビア語の tall（ ）や k√m（ ）に相当する。 は集落
であり、その複数形 は都邑（都市化された地）、エジ
プトともいえる（Wb. I. 26, 13）。『コフィン ･ テキスト』
呪文 1130 には「丘は町になり、町は丘になる。邸宅を壊し、
邸宅を造る（Faulkner 1973: 3, 168; Parkinson 1991: 33）」
とある。丘は自然形成のものと人造のものがあった。前者
の多くが自然地形であるのに対し、平野に分散している丘
は、水害に苦しめられた人々が長い年月をかけて集落を盛
土したのである。このため、「丘を破壊する者は悪である。
町はそれを愛する者によって築かれたのであるから

（Parkinson 1991: 71）」といわれる。 の双数形 は、
並列して存在する 2 つの丘からなる双子集落を意味するの
で あ ろ う。 例： 上 1 ノ B¬ja（ ）、 下 2 ノ af† al-
Laban（ ）、 。

　「丘・高所」を意味する。農地の意味もあり、コプト語
では「耕地」を意味する kaie, koi に相当する（Såmi• 
Maqqår 2007: 263）。qal‛a（ ）（砦）、および ghai†（ ）（農
地）などの語源ともされる（Såmi• Maqqår 2004/05: 1, 
111）。耕作には不適で、灌漑水が必要であった。例：上
10 ノ Qåu al-Kubrå（ ）、 上 6 ノ Dandara（ ）、
下 1 ノ 。
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　土地利用の面からみると、 は「高い土地・盛土地」
を意味する とほぼ同義で、現在デルタに点在する「島」
を意味する jaz¬ra（ ）のような地形であったと思われ
る。 は「新しい（土地）」を意味し、新しい町（  

）といった表現がある。コプト語での moue、moui

である。 というと、「氾濫の上にある島」である。
例： 上 15 ノ Idm√（ ）、 下 16 ノ Tall al-Rab‘（  

）、 。

窪地・洞窟

　古代エジプト語で「安定する」を意味する から派生
した語で、アラビア語で「村」を意味する qarya（ ）（原
形は「穴を掘る」を意味する qarra（ ））の語源ともされ
る（Atallah 2000/01: 116）（カルヤの語源はカナン語で「定
着する」を意味する とする説もある（‛Al¬ Faham¬ 
Khshaim 2001: 62; Ya•yå ‛Abåbina 2003: 446））。歴史時代
以前のエジプト人は洞窟のあるような山に住んでおり、ヒ
エログリフの文字（ ）は丘というよりも、山に近いと
思われる（Nad¬m al-Sattår 2003: 478）。 は「山」
を意味する説もある（Nad¬m al-Sattår 2003: 489）。例：上
1 ノの B¬ja（ ）、上 11 ノ Dair Drunka（ ）。

土手

　 は集落であり、「耕作地」も意味する。その双数形の
または は、都邑の地＝エジプトでもあっ

た（Wb. I. 153, 3, 7）。アラビア語の ∂iffa（ ）に相当する。
例：上 13 ノ 、上 1 ノ 。

山

　 はアラビア語の jabal（ ）に相当する。例：上 1
ノ B¬ja（ ）、上 8 ノ 、下 16 ノ al-Manzala（  

）、下 13 ノ al-Jabal al-A•mar（ ）、ヌビア Nabåtå
（ ）。

　 は沙漠の山、または足を意味する。例：上 8 ノ  
上 8 ノ 、下 19 ノ Tall al-Δaba‛

（ ）、下 13 ノ 。

沙漠

　墓場も意味する。上 13 ノ 。

島

　島はまわりの地域との交流は不便ではあるが、防御や河
を利用した交易など地理的に有利で、このため、歴史時代
初期、とくに国境付近の集落の多くは島に立地していた。
またデルタでは氾濫季になると、ほとんどの農耕地が水没
し、微高地に位置する集落だけが、島のように水没を免れ
ていた。コプト語の moui、アラビア語の jaz¬ra（ ）
に相当する。上 1 ノ Jaz¬ra F¬la（ ）や、上 4 ノ al-
Dimqrå†（ ）、下 5 ノ Bin√far（ ）、下 17 ノ
al-Balåm√n（ ）、上 5 ノ al-Shaikh Banåt Birr¬（  

）など、多くの古代エジプトの集落名に「島」を意
味する がついている。現在でも jaz¬ra の名のついた地
名は多い（1941 年には 37 の集落）（Mala•a al-Maså•a 
1941: 41）。

段丘

　 例： 上 6 ノ 、 下 16 ノ 、 シ ナ イ  
。

谷・ワーディー

　例：上 3 ノ al-Kåb（ ）、上 4 ノ 、上 16 ノ
nazla al-Shrafå’（ ）。

２）土地利用・地域に関する集落地名
　後背湿地に広がる農地は、土壌の種類、灌漑の度合いな
どによって地名が区別されていた。

土地・耕地

　 はセム系の語根（tll）に関連するのであろう（Hock 
1997: 25）。また （ ）はもともとパンを表わす象形文
字であらわされ、「穀物生産の地」というイメージも象徴
していると考えられる（Rama∂ån ‛Abduh ‛Al¬ 2002: 1, 100, 
152）。コプト語で に相当する語は to で、ヌビア語で
te である（Mu•ammad Mutawall¬ Badr 1955: 101）。 （ま
たは 、 ）はエジプト自体をあらわす語でもあり、

＝ 町 ＝ 国 と み ら れ て い た（Meeks 1977-79: 1, 410; 3, 
318）。アラビア語では「国・家・沙漠」などを意味する
†iyå（ ）であろう（Ibn ManΩ√r d.1311: 18-20; ‘Al¬ Faham¬ 
Khshaim 1997: 2, 463）。クルアーンでも「その土地」を意味
する al-ar∂（ ）をエジプトの町、国に使っている（El-
Daly 2005: 23）。例：下 3 ノ K√m Ab√ Bill√（ ）。

西アジア考古学　第 12 号　（2011 年）

100



　農村を含めた農地をあらわす。コプト語の iaH に相当
する。例：下 14 ノ 、ファ 。

　 とともに使用されることが多い。コプト語の kaH

に相当する（Såmi• Maqqår 2007: 263）。土地＝集落の意
味合いが強い。

　「土地」を意味するだけでなく、末期王朝時代以降決定
詞 とともに、都市・エジプトを表す語としても用いら
れた（Wb. I. 425, 18; Rama∂ån al-Sayyid 1988: 1, 133）。「光
り輝くホルスの眼」、「オリーブの地」といった意味もある

（Gauthier 1925-31: 2, 6; Wb. I. 425, 18; Meeks 1977-79: 2, 
20; Rama∂ån al-Sayyid 1988: 1, 133; Shehab al-Din 
2000/01: 1, 173; Såmi• Maqqår 2004/05: 1, 154）。コプト語
では「都市・町」を意味する baki、アラビア語では fåq（ ）
である（‛Al¬ Faham¬ Khshaim 1998: 2, 758）。

　土地、とくに土地区画をあらわす。池や井戸・島を意味
することもある。例：ファ Mad¬na al-Faiy√m（ ）、上
15 ノ Ibshådåt（ ）。

湿地・耕地

　文字（ ）で象徴される。 は同じく「農地」を意
味するアケトと比較すると、農地でも収穫する農作物や家
畜、そこで働く農民のいる土地で（Mamd√• Mu•ammad 
Al-Damå†¬ 2002: 71）、まわりの農地を含めた集落にも使わ
れた（Faulkner 1964: 239）。コプト語の swSe、アラビ
ア語の kh¬t（ ）、Sakhwå’（ ）に相当する（Youssef 
1999: 88）。例：ワーディー ･ ナトローンの Σχναθις（  

）（場所不明のため、アラビア語表記不可能。以下ギ
リシア語表記地名も同様）、下 18 ノ al-Kh¬s（ ）、上 3
ノ 、下 14 ノ 。

　「肥沃で灌漑のある土地・湖沼・湿地帯」を意味する語。
古王国時代以降、農地を意味する と同義であった

（Shehab al-Din 2000/01: 176-177）。農村として使われる場
合、 より小さな集落と考えられる（Shehab al-Din 
2000/01: 177-178）。耕地＝村でもあったのであろう。コプ
ト語の Shi、アラビア語の r¬f（ ）に相当する。上 11
ノ Sh†b（ ）、 上 5 ノ Shanh√r（ ）、 フ ァ al-

Faiy√m（ ）、下 9 ノ などの町にみられる。

　 や と同義であった。例：下 2 ノ Baharms（  
）、上 9 ノ S√håj（ ）、上 14 ノ al-Q√¬ya（ ）。

　「氾濫」を意味する。土地分類の観点からみると、 は
冠水する土地とみることができる。第 18 王朝後半、水路
に沿って線状につづく微高地の農園であった。オアシス地
域では、井戸や泉から水が供給される灌漑の土地で、ブド
ウや果樹・オリーブなどの農園に使われた。ナイル河谷地
域でも果樹栽培の土地をあらわしている（Eyre 1994: 70）。
例：下 15 ノの al-Bah√、または Tall al-Baql¬ya（ ）、  

。

　「（デルタの）湿地帯」を意味する。例：上 18 ノ U‘†√ al-
Waqf?（ ）、上 19 ノ 、下 13 ノ Tall al-Yah√d¬ya（  

）。

果樹園

　コプト語の asbaki、アラビア語では「部落」を意味す
る ‛izba（ ）と転化した（Såmi• Maqqår 2006: 119）。
また は「市場」も意味する（Aly 2009: 95）。例：上 2
ノ Idf√（ ）。現在のカイロの中心地区である
al-Izbik¬ya（ ）も、この語に由来すると考えられる。

地域

　ノモスを意味する語でもある。例：上 4 ノ 、ファ
。

　例：アビドスの聖域（ ）、上 9 ノ Akhm¬m（  
）、下 13 ノ 。

場所

　例：下 4 ノ Min√f（ ）、下 9 ノ Ab√ ¬r Bannå（  
）。

（ ）
　場所、いわゆる「神の玉座」を意味する語で、 の象
形文字で象徴される。  は裁決の場・倉庫・宝物殿・牢
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獄などを示している。また（ ） には各職業の職場（ ）（行
政の省庁を示す古代エジプト語）という意味があり、役職
とも関連している。コプト語のsiに相当する。（ ） を使っ
た集落名は数多くみられる。例：上 3 ノ al-Tur‛a（  

）、上 20 ノ Dallå（ ）、上 1 ノ 、下 17
ノ 。

　場所、いわゆる「神の玉座」を意味する。例：上 2 ノ
Idf√（ ）。

３）水場や港・運河に関する集落地名
　河や運河沿いの集落地名が少なくない。またキャラバン・
ルート上に栄えた水場（湧水・井戸・貯水）の地名もよく
みられる。それに対し、海岸や河口、岬など海に関連した
地名はほとんどみられない。水のある場、それは神の宿る
場ともいえる。

井戸

　 は水場の地で、新王国時代以降、リビアやアジア
へのルートには水場（井戸・水槽）が点在した。このよう
な中継地点では、通常小さな部落になっていた。「ホルスの
道」にはこの語を使った集落が少なくない（al-Ayedi 2006: 
132）。 例： シ ナ イ の bi’r  al-‘Abd（

）、 。

　 は、アラビア語の bi’r（ ）の語源とされる。例：
下 13 ノ Bilb¬s（ ）。

泉
（ ）

　「泉」を意味する は、アラビア語で「泉」を意味す
る ‘ain（ ）の語源ともされる（Gardiner 1947: 2, 128-
129; al-Ayedi 2006: 101）。例：シナイの al-‛Ar¬sh（ ）、
上 1 ノ 。

池

　例：上 15 ノ T√na al-Jabal（ ）、上 20 ノ Al-Låh√n
（ ）。

　アラビア語で「池」を意味する birka（ ）の語源と
もされる（Wb. I. 44）。例：上 7 ノ Farsh√†（ ）。

川

　 は川、とくにナイル河をあらわす。コプト語の
iaro、アラビア語の tur‘a（ ）の語源とされる（Såmi• 
Maqqår 2004/05: 1, 126-127）。例：上 4 ノ al-Ma•åm¬d 
Qibl¬ya（ ）。

海

　 はコプト語の eiom、アラビア語で「海」を意味する
yamm（ ）の語源とされる（Sobhy 1950: 9; Såmi• Maqqår 
2004/05: 2, 147）。ナイルの別称でもある。ヒクソスの侵入
によってもたらされたセム系の外来語といわれている。例：
ファ al-Faiy√m（ ）、下 9 ノ 。

港・岸
（ ）

　岸辺は物資の集積地で、市がたつ地であったため、
は市場も意味する（Aly 2009: 95）。コプト語では mrw、
アラビア語では m¬r（ ）と転化した。水のある地（灌漑
地）の意味もある。例：下 3 ノ Mår¬yå（ ）、上 19 ノ
Al-Bahnaså（ ）、ファ Jur√b（ ）。
　 には「愛しい」の意味もある。例：上 8 ノの Jirjå（  

）。「エジプト」を意味する も「氾
濫の地」、または「愛しき地」と訳することができる。「氾
濫の地」を意味する temere、dim¬ra（ ）、およびそ
の地名もそれに由来すると考えられる（Amélineau 1893: 
118; Sobhy 1950: 9; Mu•ammad Ramz¬ 1953/54: 2-2, 86-90; 
Såmi• Maqqår 2004/05: 1, 136）。
　また , には沙漠という意味もある。集落名に使
われる場合、沙漠というよりも耕地に隣接した砂地を意味
する（Kaper 1992: 123）。アラビア語の mar¬r（ ）に相
当する（‛Al¬ Faham¬ Khshaim 1998: 1, 251）。例：上 19 ノ
al-Qåiyåt（ ）、上 3 ノ K√m¬r（ ）。現在 dimr√

（ ）の地名は多くあるが（たとえば Dimr√ Khamåra, 
Dimr√ Sålmån）、 そ れ ら の 語 源 で も あ る（Amélineau 
1893: 118; Sobhy 1950: 9）。

　 は、コプト語の mommoni、アラビア語の m¬nå’
（ ）の語源ともいわれる（Såmi• Maqqår 2004/05: 2, 
229-230）。 例： 上 16 ノ Al-Minyå（ ）、 上 8 ノ Aulåd 
Jubåra（ ）、下 14 ノ 。
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堰
（ ）

　 は「堰・ダム・橋」を意味する（El Aguizy 2008: 1, 
75）。 は運河を意味する語でもある。シナイには
™¬na という集落があるが、これは tene, が転化した
ものであろう（Sobhy 1950: 13）。

冷水

　 はカタラクトも意味し、冷水の神でもある。コプ
ト語の kbHw である（Atallah 2000/01: 116）。第 1 急湍の
ある上 1 ノに多くみられる。例：上 1 ノ 、上 1 ノ

、 上 13 ノ 、 下 13 ノ 、 下 13 ノ
。

４）交通に関する集落地名
道

　 は「道・部落」を意味する。コプト語の Kir、アラ
ビア語で Shbrå（ ）と転化した（‛Abd al-°al¬m N√r 
al-D¬n 2000: 316）。下 7 ノ Shbrå Kh¬t（ ）の町に
はこの名がつけられている。

　 , はどちらも「道」を意味する。 は から
転化したものと考えられる。コプト語では mwit、アラビ
ア語では mann¬ya（ ）、m¬t（ ）となった（Maspero 
and Wiet 1919: 204-209; Sobhy 1950: 16）。下 1 ノ M¬t Rah¬na

（ ）、上 16 ノ（ ）をはじめ、多くのデル
タ地域の地名に m¬t の語がみられる（1941 年には 155 の
集落に m¬t が、また 31 の集落に mann¬ya がつけられてい
る）（Mala•a al-Maså•a 1941: 89-93）。

　 例： 下 19 ノ ‘Izbat Rushd¬ al-agh¬ra 近 隣（ ）、
下 14 ノ °åbua Ⅰ（ ）。

サークル

　例：上 1 ノ 、下 3 ノ 、下 13 ノ 。

結びつき

　上下エジプトの統一を象徴する。例：上 8 ノ Samh√d（  
）、上 4 ノ ? 、下 17 ノ 、 。

　ヌビア 。

　「抱くもの（ナイルがこの地で大きく蛇行していること
から）」を意味する。例：上 6 ノ Qinå（ ）。

通過

　例：上 3 ノ Isnå（ ）。

　例： 。

漕ぐ地

　流れが急で漕ぐ必要があるような場所。例：Jabal al-
Silsila（ ）などがある。

５）地理的位置に関する集落地名
　エジプト国内に同じ地名がある場合、東西南北といった
方位で区別されていた。上下エジプト、ナイル河両岸とい
う二元的な地理環境から東西南北を使った集落名は、数多
くみられる。

東

　 は コ プ ト 語 で eiebt で あ る。 例： 下 20 ノ af† 
al-°inna（ ）、下 14 ノ Tr√ja（ ）、下
14 ノ Tall Ab√ aifa（ ）、上 3 ノ 。

西

　 は「死」も意味する。コプト語で amente、アラ
ビア語で amn√t（ ）である（Såmi• Maqqår 2004/05: 3, 
38）。 の語は、現在でも Shbrå Mint（西の Shbrå の
意味）などの地名に残っている。例：下 7 ノ Al-‛A†f（  

）、 上 4 ノ al-Qurna（ ）、 上 3 ノ
Af√n al-Ma†å‘ina（ ）。

北

　 はコプト語で Hht, Kht、アラビア語で kh¬t（ ）
である。例：下 15 ノ Dimiyå†（ ）、上 8 ノ Naja‘ al-
Mashåikha（ ）、上 20 ノ Ab√ ¬r al-Malaq（  

）、下 6 ノ T¬da（ ）、下 7 ノ Shbrå Kh¬t（ ）。
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南

　 はコプト語で rhs、アラビア語で r¬s（ ）、または
mår¬s（ ）である（Sobhy 1950: 12）。 の語は現在で
もShbrå R¬s（南のShbråの意味）などの地名に残っている。
例：上 4 ノ al-Uqr（ ）、上 3 ノ 。

　例：ファ 。

上

　例：下 1 ノ °ilwån（ ）、（ ）、下 1 ノ  
。また は中央を意味する語であり、その例と

して下 10 ノ Tall Atr¬b（ ）、下 17 ノ Buså†（  
）、 などがあげられる。

下

　低い土地をあらわす。例：下 7 ノ 。

角

　例：ファ 、ファ 。

ここ

　例： 、上 17 ノ 。

後ろ

　例：上 17 ノ 。

６）天体・暦に関する集落地名
地平線

　例：上 14 ノ Tall al-‘Amarna（ ）、下 1 ノ Minf（  
）、上 8 ノ 。

太陽

　ラー神ともいえる。コプト語で rh、例：下 13 ノ ‛Ain 
Shams（ ）、上 11 ノ Misrå（ ）。

月

　 は神でもある。コプト語で ioH、例：上 4 ノ  
、ダークラ ･ オアシスの Ismant（ ）、上 9 ノ  
。

星

　 には「学ぶ」という意味もある。コプト語でsiou。例：
、上 18 ノ ? 。

天

　例：下 13 ノ ‛Ain Shams（ ）。

夜

　例： 。

　例：上 9 ノ 。

　夕方の意味。例：上 9 ノ 。

年

　例：上 20 ノ 。

風

　例：上 9 ノ 。

B. 人文的特性による地名
　人文的特性をあらわす地名は、自然的特性のものより圧
倒的に多い。とくに神殿名のものが多く、神々への信仰を
重んじる古代エジプト人の特徴がみられる。住民の特性や
階層・職業などで命名できるため、容易であったともいえ
る。人文的特性をあらわす地名には、灌漑・開墾・運輸・
交通・商工業・社会関係・支配層・尊称・親族関係・部族・
民族・家屋・防御・宗教・民族の特性・大きさや色・体の
一部・職種・音楽などがみられる。国境や戦略的拠点では、
政治的・軍事的な要素も大きく影響する。歴史的な持続性
の中で、まわりとは異なった場所をあらわす特性が、地名
につけられた。
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１）建物（家屋・神殿など）に関する集落地名
家・邸

　 も集落名にはよく使われる語で、 の文字で象徴さ
れる。それ自体では都市という意味はみられないが、神の
名などが添えられ、守護神の居処としての神殿・聖域が転
じて、集落を意味するようになった。コプト語では per、
または hi で、アラビア語では「建物・高さ」を意味する
barr（ ）に相当する（Sobhy 1950: 11; ‛Al¬ Faham¬ Khshaim 
1998: 2, 762）。
　古代エジプトの都市は神殿を中心に発展し、神殿名＝都
市名であったため、（ ＋神）を使った都市名は数多くみ
られる。神殿（ ）の語はコプト語で rhe＋p、ア
ラビア語でal-Birbå（ ）と転化した（Sobhy 1950: 16）。例：
上 8 ノ al-Birbå（ ）。

　 の象形文字で象徴される。家の集まるところが、農村・
都市である。古王国時代には王室権力の中心地として、

は神殿領にも使われた。 と の違いははっきり
していないが、前者は所領地や大農地のように、大組織で
集約化されており、後者は小さな小作農形態で、村落に近
かったのであろう（Eyre 1987: 34）。 といわれた神
殿とも関連する語である。 ＋神の地名は多くみられる。
　神殿は通常の家（ ）よりも規模が大きく、地域の支
配者の場である王室とも関係するからである。A.H. ガー
ディナー（Gardiner）は、「周壁のある村」と訳している

（Gardiner 1957: 580）。コプト語の Hou, Hw、アラビア語
の Hi√（ ）に相当する（Maspero and Wiet 1919: 218-
219; Sobhy 1950: 17）。例：上 7 ノ Hi√（ ）、上 15
ノ H√r（ ）（Černý 1976: 357）。

室

　小さな集落・砦などに使われた（al-Ayedi 2006: 82）。コ
プト語の hi に相当する（Gardiner 1947: 2, 206-207）。例：
下 14 ノ °åbua I（ ）、上 1 ノ 。

住居

　休息の地。例：上 20 ノ Bush（ ）、 、下
11 ノ 、下 9 ノ 。

王宮

　例：ファ 。

　 は内部・王宮、また広義ではエジプトも意味する
（Sal¬m °asan 1947: 3）。コプト語で KoK、アラビア語で
kh√kha（ ）である。王宮都市などに使われた。

礎・建立

　ある特別な目的で造られた集落。第 3 王朝以降、農民の
住む や よりも小さな集落に対して用いられた。
コプト語の sente、アラビア語の asås（ ）に相当する。
アラム語では krak で、「町」を意味する（‛Al¬ Faham¬ 
Khshaim 1998: 2, 814）。 例： 上 8 ノ Jirjå（  

）、 、上 16 ノ Ab√ Qurqå（ ）、上
17 ノ Ab√ Jirj（ ）、上 15 ノ Sinjirj（ ）、
上 21 ノ Al-Jirza（ ）、下 2 ノ Warråq（ ）。

　前述の の類義語である。基本形は「開く」を意味
する（ ）と思われる（‛Al¬ Faham¬ Khshaim 1998: 1, 261）。
コプト語の sente、アラビア語の sanad（ ）の語源と
される（Sobhy 1950: 16）。例：下 10 ノ Sindah√r（ ）、
ファ 。

（ ） 、
　例：上 21 ノ Al-Riqqa?（ ）、上 20 ノ Bush（  

）、上 4 ノ al-Riz¬qåt（ ）、ファ Sanh√r（ ）、上
1 ノ Minf（ ）。

聖域・聖殿

　 は、別邸のある所・集落にも使われた。例：上 4 ノ
al-Uqr（ ）、上 4 ノ al-Karnak（ ）が使われた。

　「聖殿」を意味する（Montet 1960: 2, 31）。 は財を意
味するともいわれる。例：上 2 ノ Idf√（ ）、下 3 ノ  

。

　 には「至聖所」の意味もある（Gardiner 1947: 2, 217）。
例：下 2 ノ Aus¬m（ ）や上 7 ノ Hi√（ ）、下 18
ノ 。

　「聖廟」を意味する。例：上 3 ノ al-Kåb（ ）

古谷野 晃　地名からみた古代エジプトにおける都市と農村

105



柱

　「柱」を意味する語で、柱廊のある王宮や神殿のある町
をあらわしていた。「かれの母の柱（ ）」とあ
るように、ホルスを象徴する語でもある。 はアラビア
語では「柱廊・宮」を意味する ¬wån（ ）となり（Youssef 
1999: 85; Såmi• Maqqår 2005: 169）、‛amd（柱）=bunyån

（建物）=mad¬na（町）となる（‛Al¬ Faham¬ Khshaim 1998: 
1, 250）。上 6 ノ Dandara（ ）や下 13 ノ ‛Ain 
Shams（ ）、上 3 ノ Isnå（ ）などの主要都市名に
使われている。上 4 ノ al-Uqr も「南の （ 、ま
たは ）」と呼ばれた。

階段

　例：上 17 ノ Bardan√ha（ ）。

入口

　例：上 3 ノ 。

穀倉

　「囲む」を意味する基本形 から派生し、コプト語の
Seuni、アラビア語の sh√na（ ）の語源とされる

（Gardiner 1947: 2, 209, 214; Sobhy, 1950: 14; Khålid A•mad 
°amza 2007: 57, 247）。穀倉は都市を象徴するものであり、
広義では穀倉＝エジプトであったともいえる。中世でも

「エジプトは大地の穀倉（ ）」といわれた（al-
Kind¬ d.9C.: 44; Ibn ⋲ah¬ra d.1486: 77 など多数）。国境上
の砦集落などでは兵士などへの食糧供給源として重要で
あった（al-Ayedi 2006: 144）。上 17 ノ Ban¬ Mazår（ ）
や Shlqåm（ ）、上 10 ノ Ab√ T¬j（ ）な
どの町にみられる。また現在でも sh√na（sh√n¬, al-sh√na, 
al-sh√n）など穀倉に関連した地名は、エジプト各地に数
多くみられる。

遺跡

　例：上 4 ノ 。

ベンベン石

　例：下 13 ノ ‛Ain Shams（ ）、ファ 、  
。

回廊
 

　例： 、 。

礼拝所

　例：ファ 。

２）軍・防御に関する集落地名
　（ ）の象形文字で象徴される城壁は都市を象徴するも
ので、城壁＝都市ともみなされた。古代エジプト語で「砦」
をあらわす語はとても多い（ , , , , , 

, , , ）（Wb. VI. 51; A•mad Am¬n Sal¬m 
1992: 228-288; al-Ayedi 2006: 142）。こういった砦をあらわ
す語自体が、都市、つまり郭内で住民が暮らす都市を意味
している。人間は生活の利便さと、敵の攻撃に対して住民
の安全を守るために、都市を創造したといってもいい。古
代エジプトでも砦集落は数多くみられた。

砦

　国家的な神殿の塔門や城壁をあらわす語であるが、砦集
落、農村集落に対しても使われた（Gardiner 1947: 2, 204-
206; Crum 1990: 344）。例：下 11 ノ ™√kh al-Qaråmu（ ）、
上 18 ノ al-Fashn（ ）、ホルスの道第 5 駐屯地（  

）。

　「壁・砦」を意味する語で、都市に近いだけの規模をもつ。
例：下 1 ノ Minf（ ）、下 8 ノ Tall al-Maskh√†a（ ）、

（al-Ayedi, A.R. によれば、下 14 ノ Tall Ab√ aifa
（al-Ayedi 2006: 9）、F. ゴマア（Gomaà）は下 8 ノ Tall al-
Rutaba 付近としている（Gomaà 1987: 129-130））。

　砦や監視に対して使われた語で、砦や国境集落に使われ
た。上 20 ノ Dash†√†（ ）、下 8 ノ
などの町名に使われた。

 
　砦や監視塔のある国境や辺境の都市に対して使われた。
コプト語の sabt, sobt、アラビア語の「壁」を意味す
る af†（ ）の語源とされる（Sobhy 1950: 12）。上 21
ノ af† al-Sharq¬ya（ ）など、上エジプト北部では少な
くとも 5 集落にみられる（Gomaà et al. 1991: 101-103）。ほ
かにも、下 10 ノ Al-Fu’åd¬ya（旧名 al-Kharåula）（  
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）など。1941 年でもエジプト国内に af† のついた
集落は 19 もみられる（Mala•a al-Maså•a 1941: 53）。

　「牢獄」も意味する語で、戦略的要塞地にも使われた。
コプト語の Heneete、アラビア語の qal‛a（ ）や sijn

（ ）に相当するのであろう。

　「砦・監視塔」のある砦集落に使われた。「塔」を意味す
るミグドル（ ）が語源で、エジプト人が第 18 王朝ご
ろそれを借用したのであろう（Gardiner 1920: 108; Gardiner 
1947: 2, 214）。 ギ リ シ ア 語 で は Μεστολ、 コ プ ト 語 の
meGtol, miJtoa となった。アラビア語では Misht√l

（ ）と転化した（Sobhy 1950: 9）。下 14 ノ Tall al-°air
または下 14 ノ Misht√l の地（ ）、ホルスの道第 3 駐屯
地（ ）などデルタ東部の少なくとも 4
箇所には、この語が使われている（Gardiner 1920: 99-116; 
al-Ayedi 2006: 88）。

　「印璽と関連した閉ざされた地」を意味する語で（Yusr¬ya 
‛Abd al-‛Az¬z °usn¬ 2003: 126）、国境の砦集落などに使わ
れた。おそらく出入国業務をおこなう砦では、書類への印
璽業務を必要としていたのであろう（al-Ayedi 2006: 142）。
コプト語の Swtm、アラビア語の khatm（ ）の語源と
される（Såmi• Maqqår 2004/05: 1, 108）。国境に位置する
下 14 ノ Tall Ab√ aifa（  

）や上 1 ノ B¬ja の砦（ ）、上 10 ノ 、
上 4 ノ には、この語が使われている。

　原形 は「きつくする・安全にする」を意味し（al-
Ayedi 2006: 67）、それから砦集落などに使われた。例：下
14 ノ Tall Ab√ aifa（ ）など。

　壁を意味し、砦集落にも使われた。エジプトを意味する
アラビア語の Mir（ ）の語源とする説もある（`Abd 
al-`Az¬z åli• 1962: 8）。

　例：上1ノB¬ja（ ）, 上1ノJaz¬ra Aswån（  
）。

　塁壁を意味する。例：上 9 ノ al-Salåm√n¬（ ）。

戦闘

　例：下 1 ノ 、上 4 ノ 、上 19 ノ 。

守護

　 は、コプト語の so, aso に相当する。例：下 5 ノ
å al-°ajar（ ）、上 13 ノ Asy√†（ ）、上 14 ノ Såw

（  ）、ヌビア Marså al-Jawåsis（ ）。

勝利・力

　砦の意味もある。例：「ホルスの道」の第 5 駐屯地（  
）、第 9 駐屯地（ ）（al-Ayedi 

2006: 142）、上 16 ノ ™ihnå al-Jabal（ ）。

　 には「王権・砦」の意味もある。例：ヌビアの
Samna（ ）、上 13 ノ 。

弓

　例：ヌビアの Kumma（ ）。

銛

　例：下 3 ノ 、下 20 ノ 。

闘技場

　例：ファ 。

３）神々・王権に関する集落地名
　神々・王に関する集落名はじつに多い。

聖なるもの・神

　コプト語の nouT に相当し、神聖な場所につけられた。
は墓場を意味する語でもある。例：上 6 ノ Dandara

（ ）、下 12 ノ Samann√d（ ）、下 17 ノ Dinjiwå¬（  
）、上 5 ノ 。
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主

　 はコプト語の neb、アラビア語の rabb（ ）に相当
する。例：下 7 ノ Al-‛A†f（ ）、下 16 ノ Tall 
al-Rab‘（ ）、上 15 ノ 。

玉座

　 はホルスと関連する語であることから、ホルス神殿
のある町に称されたのであろう。上 2 ノ Idf√（ ）
や 下 17 ノ Al-Balåm√n（ ）、 上 8 ノ Samh√d（  

）などの主要都市名に使われている。

満足・奉納
（ ）
　 例： 上 10 ノ ™a•†å（ ）、 上 11 ノ Sh†b（  

）、下 1 ノ Al-Mu‛aara（ ）、上 9 ノ  
。

崇敬

　例：上 11 ノ 。

祝祭

　 例： 下 12 ノ Bahb¬t al-°ijåra（ ）、 上 11 ノ  
。

踊り

　例：上 16 ノ 。

開通

　例：ファ 、下 3 ノ 。

　町には必ず特定の市神（ ）がいた。神がいること、
それは都市成立の必須条件の 1 つであったといえる。古神
が新しい神に置き換えられることも多いが、都市名には古
神の名が残っていることが多い。例を示すと、シャ＝上 11
ノ Shu†b（ ）、アンティ＝上 12 ノ al-A†åula（ ）、
レピト＝上 9 ノ Adr¬b（ ）、ハア＝下 7 ノ Al-‛A†f（  

）、ラー＝下 13 ノ ‛Ain Shams（ ）、ネク
ベト＝上 3 ノ al-Kåb（ ）、メンチュ＝上 4 ノ Armant

（ ）、ホルス＝上 2 ノ Idf√（ ）、ヘファト＝上
3 ノ al-Mu‛lla（ ）、コンス＝上 7 ノ Bakhånis（  

）、トト＝上 15 ノ al-Ashm√nain（ ）、セペドゥ
＝下 20 ノ af† al-°inna（ ）、ハピ＝下 13 ノ Athar 
al-Nab¬（ ）、プタハ＝下 1 ノ Minf（ ）、
ハトホル＝上 3 ノ al-Jabalain（ ）、セケル＝下 1 ノ
aqqåra（ ）、アンケト＝上 1 ノ B¬bån（ ）、セト
＝上 7 ノ al-Qar wa al-ayyåd（ ）、アンホル
＝上 8 ノ al-Th¬n¬（ ）、セベク＝上 8 ノ al-Minshåt（  

）、ミン＝上 9 ノ Akhm¬m（ ）、アテン＝上 14 ノ
Tall al-‘Amarna（ ）、 ア ト ム ＝ 下 8 ノ Tall al-
Maskh√†a（ ）、イシス＝下 13 ノ Bilb¬s（ ）、
アメン＝下 17 ノ Al-Balåm√n（ ）、アヌビス＝
下 4 ノ K√m al-Kalba（ ）、ワプワアト＝上 13 ノ
Asy√†（ ）、ベヌ＝上 18 ノ Al-°¬ba（ ）、
ウジャト＝下 6 ノ Ibu†√（Bu†√）（ ）、ネイト＝下
5 ノ å al-°ajar（ ）、バステト＝下 18 ノ Tall Bas†a（  

）、アピス＝下 3 ノ Ab¬s Al-Mustajidda（ ）
など。
　とくにオシリス（ ）に由来する Ab√ ¬r の地名は、
エジプト各地にみられる。ムハンマド・ラムジ（Mu•ammad 
Ramz¬）は 5 箇所（Ab√ ¬r（al-Sidr）, Ab√ ¬r al-ughrå, 
Ab√ ¬r al-Malaq, Ab√ ¬r Bannå, Ab√ ¬r Dihn√）を記し
ている（Mu•ammad Ramz¬ 1953/54: Fihris, 24）。

ジェド柱・安定

　オシリスの脊髄を象ったとされる は、国・都市の平
和を意味する（Seleem 2004: 70）。上 21 ノ Maid√m（  

）、 下 16 ノ Tall al-Rab‘（ ）、 下 9 ノ Ab√ ¬r 
Bannå（ ）、上 1 ノ al-Kubbån¬ya（… ）、ファ
などに使われた。

ウアス

　例：上 4 ノ al-Uqr（ ）。

王子

　例：下 1 ノ 。

　例：下 19 ノ Tall Nabasha（ ）。

４）人体に関する集落地名
　人体に関する語は、地理的な位置（前後など）とも関連
する。
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頭

　 は「頭、いわゆる先端地」を意味する。アラビア語
の ra’s（ ）に相当する。例：上 22 ノ A†f¬•（ ）、ファ
Umm al-Br¬jåt（ ）。

　 は「頭・頂点」を意味する。コプト語で JwJ、
アラビア語で sh√sha（ ）と転化した（Såmi• Maqqår 
2009: 101）。例：上 7 ノ Ab√ Sh√sha または Ab√ Tisht（  

）。

　例：上 21 ノ 。

口

　 はコプト語の rw、アラビア語の famm（ ）に相当す
る。「外国の地への入口（ ）」、ワーディーの渓
口に位置する谷口集落（ ）のように、沙漠のキャラ
バン ･ ルートの起点として、経済・交通の要所であった。
氾濫の被害をほとんど受けない沙漠と平野との縁辺部はあ
る程度天水にも依存し、農閑期におこなう狩猟や採集活動
だけでなく、集落立地・作物栽培にも好都合であった

（Trigger 1993: 24）。現在の地名の nazla（ ）は、もと
もとベドウィンが定住地を求めてやってきた地で、このよ
うな立地が多い。例：上 3 ノ al-Kåb（ ）、上 20 ノ
Al-Låh√n（ ）、上 17 ノ Is†abl ‛Antar（ ）。

顔

　 はコプト語の teHne、アラビア語の sa•na（ ）
と転化した（Såmi• Maqqår 2004/05: 1, 101）。岩壁などの
ある集落地につけられた。例：上 16 ノ ™ihnå al-Jabal（  

）、上 4 ノ（ ）、上 21 ノ ™ihnå（  
）。

（ ）
　  は「前面・南部」も意味する。 は「樹木の
ある地」である。例：上 9 ノ Akhm¬m（ ）、下 1
ノ（ ）、上 17 ノ Buså†（ ）、上 1 ノ
Jaz¬ra Aswån（ ）、 下 6 ノ K√m al-
Khanz¬r（ ）、上 13 ノ Asy√†（ ）。

　「最端」を意味する。コプト語の Hh, Hhi に相当する。例：

上 18 ノ Al-°¬ba（ ）、 上 1 ノ Jaz¬ra Aswån（  
）、上 5 ノ 。

目

　「眼」、つまり「傷ついていないホルスの眼」を意味する。
末期王朝時代・プトレマイオス朝にはエジプトをあらわす
語としても使われた（Wb. I. 402）。例：下 6 ノ Tall al-
Farå‘¬n（ ）。

　コプト語で eiat、iat といわれる。 はテーベの
別称でもある（Budge 1920: 961）例：上 12 ノ（ ）。

心臓

　アラビア語では lubb（ ）と転化した（Wb. I. 59）。例：
、下 10 ノ 。

顎

　例：上 10 ノ 。

姿

　例：下 9 ノ Daht√ra（ ）。

影

　例：上 3 ノ 。

唾

　例：上 13 ノ 。

足

　例：上 13 ノ 。

　例：上 12 ノ 。

５）生・死に関する集落地名
　大きな都市に隣接した墓地は、一般的に葬祭殿や労働者の
村、神官、番人などが住む大規模なネクロポリスを形成した。
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カー

　「牡牛」をあらわす の語があるように、 はもともと
牛を意味する語であったと考えられ（‛Al¬ Faham¬ Khshaim 
1997: 2, 487）、下 6 ノ Shabbås al-Shhadå’（ ）、上 17
ノ Al-Qais（ ）のように、牡牛の意味で使われている
ことも多い。例：上 1 ノ B¬ga（ ）、上 9 ノ Al-Shaykh 
Makram（ ）、下 1 ノ minf（ ）。また
には食物の意味もある。例： 。

生命

　 は墓場を意味する語でもある。例：下 1 ノ Minf
（ ）、 下 8 ノ 、 上 16 ノ Dair Samal√†（  

）、上 9 ノ 、上 13 ノ 。

埋葬

　コプト語の kaise、アラビア語の kurs¬（ ）の語源
とされる（Såmi• Maqqår 2004/05: 2, 117）。例：上 17 ノ
Qul√na?（ ）。

ミイラ

　例：上 10 ノ B√¬†、Båw¬†（ ）。

再生

　例： 、 。

誕生

　例：下 2 ノ Kafr ™uhrmis（ ）、上 11 ノ Misrå（  
）。

棺

　例：上 5 ノ 。

ピラミッド

　例：下 9 ノ Dahsh√r（ ）。

６）生物に関する地名
　特定の語はないが、神聖視された樹木や動物・魚は地名
にも使われた。

牛

　牡牛を意味する。コプト語で eHe、アラビア語で ¬•（ ）
と転化した。例：上 22 ノ A†f¬•（ ）、下 2 ノ
af† al-Laban（ ）、 下 3 ノ 、 上 18 ノ

、下 8 ノ 。

　水牛を意味する。例：上 3 ノ Ma†å‘ina（ ）、上 2 ノ・
下 13 ノ 、下 1 ノ 。

　子牛を意味する。例：下 12 ノ Samann√d（ ）。

羊

　例：下 11 ノ ™√kh al-Qaråmu（ ）。

　例：下 1 ノ M¬t Rah¬na（ ）。

ウサギ

　上 15 ノ Al-Ashm√nain（ ）、上 15 ノ T√na al-Jabal（  
）、上 15 ノ 、下 6 ノ 。 は砦も意

味し、アジアにおける砦集落にも使われた。上 6 ノにセト
神の誕生地とされる集落（ ）があった（Gauthier 1925-
31: 2, 31）。

ワニ

　例：下 11 ノ 。

　例：上 4 ノ 、上 8 ノ al-Minshåh（ ）。

　例：上 6 ノ 。

　ワニの神セベクと関連する。現在でもデルタのモノ
フィーヤ県、ガルビーヤ県では（Subk al-Talåt, Subk al-
A•ad, Subk al-Δa•åk など）のように、sbk のついた地名
が多くみられる。例：上 4 ノ Dimqrå†（ ）。

西アジア考古学　第 12 号　（2011 年）

110



カバ

　例：下 16 ノ Tall al-Rab‘（ ）、上 13 ノ ?（  
）、下 11 ノ 。

ライオン

　例：下17ノ 、下11ノTall al-Muqdåm（ ）、
（ ）、上 17 ノ 。

ジャッカル

　例：下 4 ノ K√m al-Kalba（ ）、上 17 ノ 。

ガゼル

　例：上 3 ノ 。

オリックス

　例：上 15 ノ 、上 15 ノ 。

蛇

　コプト語の HoF、アラビア語の af‘an（ ）の語源とさ
れ る（‛Al¬ Faham¬ Khshaim 1998: 1, 163）。 例： 上 3 ノ
al-Mu‘llah（ ）。

　例：上 6 ノ 。

　コプト語で ourw と転化した。例： 。

カエル

　例：下 2 ノ Dikr√r（ ）。

ハヤブサ

　例：上 4 ノ 、 、下 11 ノ 。

　コプト語で Hwr 、アラビア語で •r（ ）と転化した。例：
上 15 ノ H√r（ ）。

フェニックス

　例：下 16 ノ・上 18 ノ 。

蜂

　下エジプトの王を象徴しているともいえる。例：下 6 ノ
χἐμμις（ ）、下 11 ノ Hurb¬†（ ）。

サソリ

　例：下 13 ノ 、 、下 20 ノ 。

象

　例：上 1 ノ Jaz¬ra Aswån（ ）。

ムカデ

　例：下 13 ノ 。

鳥

　コプト語の JouJou、アラビア語の zrz√r（ ）
の語源と考えられる。例：上 3 ノ 、上 3 ノ  

、上 20 ノ 。

ティラピア

　コプト語で rami、アラビア語で rmr√m（ ）と転
化した（Youssef 2003: 90）。例：下11ノTall al-Muqdåm（  

）、下 2 ノ 。

魚（ボルティ）

　例：上 8 ノ 、 。

イチジク

　イチジクはヌトやハトホルに関連する神聖な木で、コプ
ト語では nouHe、アラビア語では n√ha（ ）と転化し
た（Sobhy 1950: 10）。例：下 10 ノ Banhå（ ）、下
1 ノ Minf（ ）、上 17 ノ Bardan√hå（ ）。
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アカシア

　デモティックで 、コプト語の Sonte、アラビア語
の san†（ ）の語源となっている（Wb. IV. 4, 521; Sobhy 
1950: 14）。例：上 8 ノ 、 。

ロータス

　コプト語の SwSen。例：下 5 ノ Al-Sh¬n（ ）。

キリスト ･ イバラ

　アラビア語の nabaq（ ）の語源とされる。例：上 20 ノ・
下 20 ノ 、下 20 ノ 。。

ナツメヤシ

　例：上 20 ノ Ifnåsya（ ）。

、
　例：オアシス 、 、下 11 ノ K√m al-°in（ ）。

オリーブ

　コプト語で Jwit、アラビア語で zaıt（ ）と転化し
た（Amélineau 1893: 329; Wb. V. 618）。例：上 20 ノ Al-
Zait√n（ ）。

モリンガ

　例：下 13 ノ 。

ヘンナ

　アラビア語で •inna（ ）と転化した。例：下 20 ノ
af† al-°inna（ ）。

芽

　例：上 16 ノ 。

花

　コプト語で Hrhre、アラビア語で •arir（ ）と転化
した。例： 。

パピルス

　例：下 3 ノ 。

　例： 。

　パピルスの茂みを意味する。氾濫の から派生した語
とされる。例：下 6 ノ Χέμμις（ ）。

７）商工業や生活用品・鉱物に関する集落地名
　特定の語はないが、生活必需品・製品の原材料となる鉱
物の名がよくみられる。

交易

　都市は物の集積・取引（ , Swt）をもとに成立する
ともいえる。例：上 1 ノ Aswån（ ）。

亜麻

　例：下 13 ノ 。

鋳物

　「鋳物」を意味するとも（Såmi• Maqqår 2006: 146）、神
殿内でホルス神に関連する宗教的な道具の一つ、銛ともい
われる（Naville 1924: 24）。国境上の集落などによく使わ
れ た。 例： 上 14 ノ Tall Ab√ aifa（ ）、 上 1 ノ 、
上 18 ノ 。

金

　コプト語で noub、アラビア語で n√b（ ）（Såmi• 
Maqqår 2004/05: 1, 170）と転化した。ヌビアや東部沙漠
地域では金採掘が盛んで、多くの金鉱都市、金集積都市が
発展した。「金」を意味する の名をもった都市が多く
みられることからもわかる。例：上 1 ノ K√m Umb√（ ）
や 上 5 ノ Naqåda（ ）、 上 15 ノ °atn√b（ ）、
上 5 ノ Abn√b（ ）、上 12 ノ al-A†åula（  

）、 。

砂

　 例： 下 3 ノ Darshå¬（ ）、 、  
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、ファ 。

塩

　例：下 3 ノ Σχναθις（ ）。

石

　コプト語で wne。例：上 3 ノ al-Jabalain（ ）、上
16 ノ Is†abl Antar（ ）。

砂岩

　例：上 5 ノ Abn√d（ ）。

大理石

　例：上 5 ノ Q√（ ）。

トルコ石

　例：下 3 ノ（ ）、下 3 ノ K√m Ab√ Bill√（  
）。

アラバスター

　例：上 16 ノ Ἀλαβάστρων πόλις（ ）。

鉱山
bia
　プトレマイオス朝にはエジプトをあらわす語にもなって
いる（Wb. I. 442.5）。例：シナイ 。

火・炎

　例：ファ 。

　例：上 15 ノ 。

　例： 。

サンダル

　例：上 9 ノ Idfå（ ）、下 14 ノ Tall Ab√ aifa（ ）、

上 10 ノ K√m Isfa•t（ ）、上 14 ノ ? 。

秤

　コプト語で maSi、アラビア語で måsh¬（ ）と転化
した。例：下 1 ノ Minf（ ）。

皿

　例：上 19 ノ 。

網

　例：上 15 ノ 。

　例：下 2 ノ 。

ナトローン

　コプト語で Hosm。例：上 3 ノ 、 、ヌ
ビア 、上 18 ノ 。

（ブドウ・油）絞り

　例：上 19 ノ al-Bahnaså（ ）、上 11 ノ R¬fa（ ）。

ナイフ

　例：下 16 ノ 、下 20 ノ 。

  例：上 22 ノ 。

シストラム
　 例： 上 7 ノ Hi√（ 、 ）、 上 13 ノ  

。

８）国王に関する集落地名
　特定の語はないが、国王の所領などにその名が記された。
とくに賢王とされた王の名前は、かなりの都市名に残って
いる。

王
（ ）

　  は王権と関連する地に使われた。例：上 20 ノ
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Ifnåsya（ ）、上 18 ノ Al-K√m al-A•mar Sawåris
（ ）、下 5 ノ å al-°ajar（ ）。

支配者

　 には「呪術」も意味もあり、また は「町の
長老」を意味する語でもある（Faulker 1964: 178）。例：
上 2 ノ Idf√（ ）、 、下 13 ノ 。

王威

　例：下 6 ノ 。

スネフェル

　 の地名は、エジプト各地で数多くみられた。P. モ
ンテ（Montet）によれば、 の地名はエジプト各地に
26 も分布した（Montet 1956, 1961）。例：上 21 ノ Maid√m

（ ）、上 3 ノ Af√n al-Ma†å‘ina（ ）、上
10 ノ 。

サフラー

　例：下 1 ノ aqqåra（ ）、下 13 ノ Sandanh√r（  
）、上 3 ノ Isnå（ ）。

アメネムハト

　例：上 7 ノ 、ファ 。

ラムセス

　ラムセスの地名もモンテによると、9 みられる（Montet 
1956, 1961）。例：下 7 ノ Rams¬s（ ）。

ウナス

　例：上 8 ノ 。

　そのほかにも、ウセルカフ、ペピ、クフ、アメンヘテプ、
センウセルト、トトメス、セティ 1 世など多くの国王名が
集落名にみられる。

９）人物名・家族・職業集団などに関する集落地名
貴人

　王子の意味もある。例：下 13 ノ 、下 13 ノ ‛Ain 
Shams（ ）。

婦人

　高貴な婦人を指す。例： 。

　コプト語で Hime、例： 。

長老

　例：下 7 ノ L√q¬n（ ）、上 3 ノ 、下 4
ノ 。

父

　「上・先立つもの」を意味する に関連すると考えられ
る（‛Al¬ Faham¬ Khshaim 1998: 1, 116）。例：上 3 ノ  

、下 5 ノ 。

母

　例： 。

子

　コプト語で noune（ou）、アラビア語で n√n√（ ）
と転化した。例：上 20 ノ Ifnåsya（  ）。

男

　例：下 12 ノ 。

乳母

　例：上 16 ノ Al-Minyå（ ）、上 16 ノ 。

　例：上 16 ノ 。
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酔っ払い

　コプト語で THe、アラビア語で ™¬na（ ）と転化した。
例：上 6 ノ Dandara（ ）。

漁師

　例：下 7 ノ 。

  釣りを意味する。例：上 15 ノ 。

ハンター

　例：上 12 ノ 。

洗濯屋

　例：下 16 ノ 、 。

10）外国の民族・制圧・武器などに関する集落地名
　エジプト領域外に造られた砦などでは被征服民の名前も
多くみられる。

黒人

　例：下 14 ノ 、Bilhaså¬（ ）？、上
20 ノ

メジャイ

　例：ヌビアの Faras（ ）。

ヌビア人

　例：ヌビアの Ur√nårt¬（ ）。

外国（人）

　エジプト領域外の集落には ＋（ ）…の地名が数多く
見られる。 には「沙漠」の意味もある（Gardiner 
1947: 2, 185）。例：下 6 ノ Sakhå（ ）、下 5 ノ  

。

人間

　とくに（下エジプトの）エジプト人を指す。例：下 4 ノ
。

オアシス住民

　例： 。

懲罰

　例：ヌビアの Faras（ ）、Ur√nårt¬（  ）。

鎮圧

　例：ヌビア Mirjissa?（ ）。

11）人間や神々の特性を示す語
美しい

　コプト語で nouF、アラビア語で n√f（ ）と転化した。
例： 上 1 ノ Minf（ ）、 上 20 ノ Nuwaira（ ）、
下 4 ノ Bin√far（ ）。

神聖

　 が墓場を意味するように死者とも関係する。例：
上 8 ノ 、Dair al-Ba•ar¬（ ）、下 6 ノ

真実

　例：上 2 ノ Idf√（ ）、下 9 ノ 。

清潔
　神殿のある聖域といえる。例：上 1 ノ B¬ja（ ）、
上 14 ノ Sanab√（ ）、上 22 ノ 。

完璧

　例：下 1 ノ Minshåt Dahsh√r（ ）。

神秘

　例： 、下 18 ノ 。
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価値ある

　例：下 15 ノ 。

永遠

　例：下 20 ノ 。

勇敢

　例： 。

甘い

　コプト語で bnnh、アラビア語で binn¬（ ）と転化し
た（Sobhy 1950: 5）。例：下 14 ノ 。

12）数字や色などに関する語
黒

　「エジプト」を意味する 、 も、この語から派生し
ている。 は正確にいうと「黒い土地」ではなく、（黒）
＋ （女性形）で、「黒」を意味する（‛Abd al-‛Az¬z åli• 
1962: 1; Faulkner 1964: 286; ‛Al¬ Faham¬ Khshaim 1998: 1, 
233）。「黒い（地）」は都市化された地・文明化された地、
いわゆるエジプトを表わす語であり、その地域は、都市・
村邑・耕地・水路・道路・樹木を含めた人間のすべての生
活空間を意味している。都市のある地、いわゆるエジプト
は水のあるナイルの流域に限られていたことがわかる。首
都の意味でも使用されていた（Amélineau 1893: 223-225; 
Lichtheim 1975-80: 1,170）。また は、牡牛の意味でも使
われた。例： 、下 10 ノ 。下 10 ノ Tall Atr¬b（  

）、上 20 ノ 。

赤

　赤は沙漠も意味する。「赤い（地）」を意味する は、
「沙漠・未知の国・アエクメーネ（aecmene）の地」を意
味している。古代エジプトの宇宙観で言えば、沙漠は人の
入り込めない荒涼とした地で、セト以外の神々の寄り付か
ない外界であった。そこは野蛮な民が住む悪霊の地で、明
らかに恵みあるエジプトの地ではなかった。例：下 13 ノ
al-Jabal al-A•mar（ ）、下 6 ノ Nashart（ ）、
上 3 ノ 。

白

　コプト語で troS, qroS に相当する。例：下 1 ノ
Minf（ ）、上 3 ノ 、下 5 ノ å al-°ajar（  

）、下 14 ノ 。

緑

　 コ プ ト 語 の Hat, Het に 相 当 す る。 例： フ ァ  
、ファ 、ファ 、上 16 ノ  。

8

　例：上 15 ノ Al-Ashm√nain（ ）。

9

　「9 柱神」を意味する がよく使われた。例：下 13
ノ 、下 13 ノ 。

100 万

　無数を意味する。例：上 8 ノ  
。

大きい

　 を使った地名は数多くある。例：ファ 、上
15 ノ 。

　 を使った地名は数多くある。例：下 10 ノ・下 13 ノ  
。

小さい

　例：上 20 ノ 。

まとめ
　集落地名をみてみると、その名前の意味や頻度から以下
のような特性がみられる。これらは古代エジプトの集落の
特性の一部ともいえる。

１．集落地名、とくに都市の神聖名には、都市の大神殿の
名前（ 又は ＋神）がそのまま使われている。地
域で神聖視された動植物の名がつけられていても、そ
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れらは守護神と関連する崇拝対象物であった。古代エ
ジプト人にとって、都市とは神々のいる場であり、自
然と信者が集まってくる場であった。また都市は水路
で土地が張り巡らされ、治安も行きとどいているユー
トピアを目指したものといえる。

２．都市の通俗名には、自然地形など文字通りその場所の
特性を表した語が使われた。自然地名の多くは、土地
と水に関連するものである。

３．農業の盛んな地域では土地利用に関する地名がよくみ
られる。それは集落が農業と深く関連していたことを
示している。

４．戦略拠点や国境などでは武器・砦の語を使った地名が
よくみられる。多くの防御の砦集落が発展したことが
わかる。

５．ヌビアなどエジプトの領域外の砦集落では被征服民族
の名とともに制圧や撃退といった敵を威嚇するような
集落名がみられる。

６．キャラバン・ルートなどでは水場に関連する集落地名
が多い。ルート上に水場集落が点在していたことがわ
かる。

７．歴史的に賢王とされる国王の名は好んで集落に命名さ
れ、長い期間その名が生き続いた。

８．王権に関連した地名も、数多くみられる。
９．交通や商工業（市場、交易の場（物資の流通、手工業）

の地名が、交通のアクセス（河港、キャラバン ･ ルー
トの起点）のよい集落でよくみられる。

10．穀倉に因んだ地名も、数多くみられる。
11．都市と農村との区別がそれほど明確でない。
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